
小浜市内に残る 
疫病封じ祈願 

～新型コロナウイルス早期収束祈願～ 



疫病封じ祈願 
人々は、昔からたびたび天然痘（疱瘡）や麻疹など疫病に苦しめられ、おびえて
きました。 

昔は、ウイルスという概念がなかったため、形のないものを恐れ、その収束を神
や仏などに祈願してきました。 

また、こうした疫病の流行は、疫病をもたらすと信じられていた神や非業の死を
とげたもののしわざなどとも考えられていました。 

中でも、疱瘡は伝染性が強く、最も恐れられていた疫病のひとつでした。疱瘡を
もたらすと考えられていた疱瘡神は、異形の老人の姿などで表現され、歓待した
人が疱瘡から守られる札を授かったという伝説などが各地に残されています。 

小浜には、戦国時代の豪商であった組屋六郎左衛門と疱瘡神の伝説があり、疱瘡
よけの御守りや縁起が伝わっています。また、小浜市内には多くの神社仏閣があ
り、衆生を病から救ってくださる薬師如来を祀る寺院があります。このほか、疫
病の流行をしずめるために六斎念仏をはじめたという地域もあります。 

現在、ウイルスや感染症に対する知識や医療水準は高まり、私たちはウイルスに
ついて知ることや、各自でできる予防対策があります。しかしながら時には、こ
うした疫病に対する信仰などに目を向け、気持ちや体を休めながら、正しく疫病
を恐れ、各自でできる対策を行いましょう！ 



小浜の豪商組屋と疱瘡神 
組屋六郎左衛門は、小浜の豪商で豊臣家や領主の保護をうけ、廻船や
交易で全国をはじめ海外でも活躍しました。 
略縁起などによると、永禄年間（1558～1570）に、組屋六郎左衛門が
航海中、遭難しそうになりましたが、港に送り届けるように風が吹き、
無事に小浜に帰りつくことができました。 
その際、船中から異形の姿をした老人が現れたため、組屋は不思議に
思いながらも、小浜の家で大切にもてなしました。 
老人は、自分が疱瘡神であることを告げたうえで、六郎左衛門の名前
を書いた札が貼ってある家には入らないことを約束して立ち去りまし
た。 
以後は、こうした縁起により、疱瘡よけの御守として信仰をあつめま
した。 
小浜は、日本遺産にも認定された北前船の寄港地であり、海外貿易も
手掛ける豪商の組屋が暮らしていたことから、当時の日本にとって重
要な港町であり、廻船業などで町が賑わっていたことがうかがえます。 



疱瘡御守札と疱瘡神御影 （小浜市教育委員会所蔵） 

 疱瘡御守札には、「若狭小浜組屋六郎左
衛門」と記されています。この札を貼った
家には疱瘡神が入らないと約束したことか
ら、疱瘡よけの御守になると伝えられてい
ます。 
 疱瘡神御影は、疱瘡神が異形の老人の姿
で描かれています。 



疱瘡守略縁起 （小浜市教育委員会所蔵） 

 組屋六郎左衛門と疱瘡神との伝承が記さ
れています。 
 略縁起によると、組屋六郎左衛門は、日
頃から信仰深く、あつくもてなしたことを
疱瘡神は大変喜び、疱瘡よけの御守を授け
るに至ったことなどが記されています。 



奈胡の六斎念仏 

 小浜市奈胡に伝わる六斎念仏は、
奈胡六斎念仏保存会により、8月
14日の早朝から夕刻にかけて地区
内の公的行事として執り行われる。 
 ここの六斎念仏は、地区内に疫
病が蔓延し多数の犠牲者が出たの
を機に、これを鎮めようと山越え
の阿納地区に伝わるものを習い覚
えて受容したのがことの始まりと
伝えられている。 



木造釈迦如来坐像 （管理者：曹洞宗国分寺） 

 凶作と疫病から万民を救わんとの聖武天
皇の発願によって、天平９年（７３７）国
ごとに丈六釈迦像１軀、脇侍２軀の造像と、
大般若経各１部の写経を命じ、同１２年に
は七重塔１基、七尺観音像１軀の造立と法
華経１０部、観音経１０巻の写しを命じ、
翌１３年には国分寺を二寺に分って、僧寺
を「金光明四天王護国之寺」、尼寺を「法
華滅罪之寺」と命名したといわれるが、こ
こ国分の里は、かつて太平壮厳の美を現じ
た若狭国分寺跡である。 



紙本墨書守護国家論 １巻  
 この「守護国家論」は、日
蓮聖人が折柄続発する飢餓疫
病など災害の根拠を緒経に求
めて閲読精究し、正元元年
（１２５９）３８才のとき
「災難興起由来」と共に撰述
したものである。内容は謗法
邪義の他宗を論難し、法華経
受持による鎮護国家の思想を
演述したもので、翌文応元年
７月北条時頼に上呈した「立
正安国論」は、とりわけ「守
護国家論」を集約したものと
されている。 

 



絹本著色十二天像 六曲一双  
            （管理者：高野山真言宗羽賀寺） 

 天とは、古代インドの神話に登場する神々が、
釈尊に教化され新たに仏教守護神となった多数の
像である。 
 その中でも十二天は、方位の八方角（東・帝釈
天、東南・火天、南・焰魔天、西南・羅刹天、
西・水天、西北・風天、北・毘沙門天、東北・伊
舎那天）と、天（梵天）、地（地天）二方を守護
する十尊に、日（日天）、月（月天）の二尊を加
えて十二尊として構成され、密教では重要な役目
を担う。 
 十二天像は、主に鎮護国家・疫病削除を目的に、
五大明王と一具で製作される場合があり、東寺伝
来絵画の中には、宮中真言院で行われた後七日御
修法に使用された十二天掛幅と、伝法潅頂等に用
いられた十二天屏風がある。 



飯盛寺 御朱印 

高野山真言宗。 
本尊は薬師如来。 
秘仏で小浜市指定文化財。  
病気平癒のご利益があるといわれている。 



神宮寺 御朱印 

天台宗。 
本尊は薬師如来。 
神仏混淆寺院です。 
毎年3月2日に行われる「お水送り」神事が有名で
す。 
病気平癒のご利益があるといわれている。 


